
 

〇 本校の学修成果の評価方針（アセスメント・ポリシー：ＡＳＰ） 

 

本校では、本校の教育理念に基づく各学科で定める「卒業認定・称号付与の方針」（ディプロ

マ・ポリシー：ＤＰ）で示された教育目標の到達度の把握、卒業認定・称号付与の方針、「教

育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ）並びに「入学者受け入れの方針」

（アドミッション・ポリシー：ＡＰ）の三つのポリシーに基づき、機関レベル（学校）、教育

課程レベル（学科）及び科目レベル（授業・科目）の３段階で、学修成果の把握・評価を査定

する方針を定める。 

 

１．機関レベル 

学生の志望進路（就職率、資格・免許を活かした専門領域への就業率及び進学率等）か

ら、学修成果の達成状況を査定する。  

 

２．教育課程レベル 

学科の所定の教育課程における資格・免許の取得状況及び卒業要件の達成状況（単位取

得状況・GPA）から、教育課程全体を通した学修成果の達成状況を査定する。  

 

３．科目レベル 

シラバスで提示された授業等科目の学修目標に対する評価及び学生による授業評価等の

結果から、科目ごとの学修成果の達成状況を査定する。 

 

４．授業科目及び教育課程における学修成果の評価方針 

本校は、科目レベル及び教育課程レベルの学修成果の評価について、その目的、達成す

べき質的水準及び評価の実施方法を、「四国医療専門学校学修成果の評価方針（アセスメ

ント・ポリシー）」を踏まえて、次のように定める。 

（１）目的 

１) 各学科のディプロマ・ポリシーに定める「学生が身につけるべき能力」に関する

学修成果の把握・評価を行う。 

２）学修成果を把握・評価することで、学生自らが、学修目標を持ち、PDCAに取り組

み、学修到達度を把握し、学生が自らの成長を実感できるようにする。 

３）学修成果を把握・評価することで、授業科目担当者及び学科としての教育の改善・

向上に取り組み、教育の質を保証する。 

４）学修成果の把握・評価に関する情報を公開することにより、社会への説明責任を

果たす。 

(２)達成すべき質的水準 

１）授業科目の成績評価については、本校学則第 32 条に定められた評価基準によるも

のとし、授業科目について、達成すべき質的水準を成績評価の「可」（GPの「１」）

以上とする。 

 

 



 

成績評価 GP 

秀（９０～１００点） ４ 

優（８０～８９点） ３ 

良（７０～７９点） ２ 

可（６０～６９点） １ 

不可（５９点以下） ０ 

 

２）修得単位数については、学年ごとに達成すべき質的水準として、本校学則第 36条（履

修要綱Ⅲ．の６.の第 1項）に定められた単位の認定は、当該学年で履修すべき科目

全ての単位を取得していることを原則とする。 

３）卒業認定について、達成すべき質的水準として、本校学則第 37条（履修要綱Ⅳ．の 

１．）に定められた出席時間数が所定の時間数を満たし、在学期間に履修しなければ 

ならないすべての科目の単位を取得していることを原則とする。 

４）その他、達成すべき質的水準として、各学科が定めるディプロマ・ポリシーを用い 

る。 

(３)評価の実施方法 

 

区分 
入学前（入学直後） 

アドミッション・ポリシー 

在学中 

カリキュラム・ポリシー 

卒業時 

ディプロマ・ポリシー 

機
関
レ
ベ
ル 

・入学試験 

・進路決定に関するアンケー 

 ト 

・各科目の成績（GPA） 

・退学率、休学率 

・卒業率 

・就職・進学率 

・卒業時アンケート 

教
育
課
程
レ
ベ
ル 

 ・各科目の成績（GPA） 

・退学率、休学率 

・授業評価 

・卒業率 

・就職・進学率 

・卒業時アンケート 

科
目
レ
ベ
ル 

 ・各科目の成績（GPA） 

・授業評価 

 

 


